
大里中学校 校則について 

 ◎ 制服 

  ① 正しく制服を着用しましょう。 

   ・ 旧制服と新制服を組み合わせて着用しても構いません。 

   ・ スカートは正面から見てひざが隠れる長さを保ちます。 

   ・ 靴下や肌着、パータイ、ベルトなどは職員室で貸し出しています。靴下や肌着について 

    は、基本的には新しいものを購入し、パータイは洗って返却をしてください。 

   

  ② 制服の中も正しく着用しましょう。 

   ・ 制服やカッターシャツの下には【白・グレー・ベージュ・黒・紺】の肌 

    着を着用しましょう。ワンポイントまでとし、派手な柄がついているシャ 

    ツを肌着とするのは認めません。 

   ・ ジャージの下には体操服を着用しましょう。乱舞Ｔシャツや部活動Ｔシ 

    ャツの着用は認めません。 

   ・ 靴下の色は【白・黒・紺・グレー】とします。柄はワンポイント・ワン 

    ラインまでとし、派手な柄のものは避けましょう。 

 

 ◎ 防寒着 

  ① 防寒着の種類について、以下のルールを守りましょう。 

   ・ コートやウインドブレーカーなどの防寒着は、バックプリント、ファー

がついたものは避け、白、黒、紺、グレーを基調とした華美でないものとしま

す。 

   ・ 防寒着は「制服（ブレザー）」・「体操服とジャージ」を着用した上での使

用とします。 

   ・ 安全性に欠けるためベンチコートなどは認めません。 

  ② カーディガン・セーター・インナーベストなどの中間防寒着は、単色で

華美でないものとします。ジャージ・体操服に組み合わせて着ることは認

めません。旧女子制服（セーラー服）をのぞき、登下校時に一番上に着用する

ことは認めません。 

  ③ ストッキングやタイツは、黒やベージュのものを使用しましょう。 

  ④ 手袋やネックウォーマーは、白や黒、紺、グレーを基調とした華美でないものを使用しま

しょう。登下校時と部活動時、外掃除以外で使わないようにしましょう。安全の観点から、

手袋は５本指のものにしましょう。マフラーは安全性に欠けるため使用できません。 

  ⑤ カイロを使用しても構いません。ただし、必ず持ち帰りましょう。  

 

 ◎ 通学用の靴 

  ・ 白・黒・紺・グレーを基調とする運動靴にしましょう。 

   ※ 白・黒・紺・グレーが基調であれば、他の色が多少入っていても OKです。 

   ※ 靴のインナーの色や靴の裏の色も華美でないものにしましょう。 

   ※ 運動靴であれば、靴紐がないタイプの靴でも OKです。  
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 ◎ かばん・ナップサック 

・ 黒・紺を基調としたナップサックかスクールバッグにしましょう。 

 ※ ストラップやキーホルダーは自分のものだと分かるように付けるものです。 

  ※ トートバッグなどは、２つ目以降のかばんとして使用できます。 

 

 ◎ 不要物 

  ・ 不要物（スマホ・携帯、ゲームソフト、ミサンガ、アクセサリー、漫画など）は持って 

   こないようにしましょう。 

  

 ◎ 頭髪 

  ① さっぱりとした清潔で自然な髪型を保ちましょう。 

  ② 整髪料を使って、技巧を凝らした髪型にしたり、髪を染めたり、脱色をしたりすること 

   は認めません。 

  ③ 前髪は、目にかからない程度にしましょう。 

  ④ 肩にかかる長い髪は、ゴムを使用して束ねましょう。 

  ⑤ ゴムやヘアピンは、華美でない色のものとします。また、装飾性が高いものや安全性が

損なわれる、ヘアクリップ（ダッカールやバレッタなど）やシュシュは認めません。 

  ⑥ ヘルメットが安全にかぶれる高さで結びましょう。 

  ⑦ 髪を結ぶ位置は正面から見えない高さで結びましょう。 

  ⑧ 結び方について、ポニーテール、編み込み、お団子、ハーフアップを認めます。 

   ただし、技巧を凝らした髪型になりすぎないようにしましょう。 
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◎ 制汗剤（スプレーやシートなど）、日焼け止めについて 

 ① 「無香料」と明記されたものを使用しましょう。また、冬季に使うリップクリームやハン

ドクリームも同様ににおいがないものを使用しましょう。 

 ② においによって気分を悪くする人や、スプレーによってぜんそくの発作を起こす人もいる

ので、制汗剤を使用する場合は換気をしっかりと行いましょう。 

 ③ 使用後のごみやシートは、学校に捨てずに必ず持ち帰りましょう。 


